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男女共同参画意識調査＋
所内一時保育室アンケート結果より

(07年9月7日～28日)

エンカレッジ推進室・次世代研究者育成ＷＧ

回答者数７２人
（回答率 57.1％）
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Q. 男女共同参画の意味は
知っていますか？
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Q. 男女共同参画に関する
単語を知っていますか？
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ＨＤＩとＧＥＭの国際比較

米 国

米 国

アイルランド

アイルランド

カ ナ ダ

カ ナ ダ

ス イ ス

ス イ ス

ノルウェー ノルウェー
アイスランド

アイスランドオーストラリア

オーストラリア

スウェーデン

スウェーデン

オランダ

オランダ

ベ ル ギ ー

ベ ル ギ ー
デ ン マ ー ク

デ ン マ ー ク
オ ー ス ト リ ア

オ ー ス ト リ ア
フ ィ ン ラ ン ド

フ ィ ン ラ ン ド





１９７２（昭和４７）年 国際婦人年 （第２７回国連総会）
→ 勤労婦人福祉法

（１９７６年～１９８５年 国連婦人の１０年）

→ 昭和60(1985)年 男女雇用機会均等法 公布
→ 平成３年、７年 改正 →

→ 平成９(1997)年 男女雇用機会均等法 改正 → 平成11,13,14,18 年改正

平成８ (1996)年 国内行動 計画「男女共同参画2000年プラン」 策定

平成11（1999）年 男女共同参画社会基本法 公布・施行

平成12(2000)年６月 国連特別総会「女性2000年会議：21世紀に向けての男女平等・開発・平和 」

12月 男女共同参画基本計画 閣議決定

１．男女共同参画への取り組み



男女共同参画基本計画

あらゆる社会システムへ男女共同参画の視点を反映させることを重視

１ 政策・方針決定過程への女性の参画の拡大

２ 男女共同参画の視点に立った社会制度・慣行の見直し、意識の改革

３ 雇用等の分野における男女の均等な機会と待遇の確保

４ 農山漁村における男女共同参画の確立

５ 男女の職業生活と家庭・地域生活の両立の支援

６ 高齢者等が安心して暮らせる条件の整備

７ 女性に対するあらゆる暴力の根絶

８ 生涯を通じた女性の健康支援

９ メディアにおける女性の人権の尊重

１０ 男女共同参画を推進し多様な選択を可能にする教育・学習の充実

１１ 地球社会の「平等・開発・平和」への貢献

男女が、社会の対等な構成員として、自らの意思によって
社会のあらゆる分野における活動に参画する機会が確保され、
もって男女が均等に政治的、経済的、社会的及び文化的利益を
享受することができ、かつ、共に責任を担うべき社会を形成すること

男女共同
参画社会

平成13年(2001)
内閣府男女共同参画局



Ｑ．職場における男女共同参画について、重要である、あるいは
対策が必要であると考えているものの上位３つは何ですか？
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森林総研・管理職の意識 (2)
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Ｑ．研究・業務活動の阻害要因は何であると考えますか？

男女共同参画に関わる

森林総研・管理職の意識 (3)



Q. 研究・業務活動の阻害要因は何であると想像しますか？
女性の立場になってお答えください。
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男女共同参画に関わる

森林総研・管理職の意識 (4)



妊娠・出産・・・までは仕方ないが、

育児・子どもの教育・・・
全部 女性の担当？

出産・育児の壁

２０代後半
～３０代



M字カーブという現実

女性の年齢階級別労働力率の国際比較

資料出所：ILO“LABORSTA”、総務省統計局「労働力調査」2003(日本のみ2004）年時データ
（注） アメリカ、スウェーデンの、「15～19歳」の欄は、「16～19歳」である。

厚労省「平成16年版 働く女性の実情」より
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M字カーブ
・・・もう一つの現実

S57(1982) H 4(1992)

嘱託などその他

パート・アルバイト

正社員

H14(2002)

雇用形態の内訳別年齢階級別雇用者比率（女性）

厚労省「平成16年版 働く女性の実情」より



女性研究者比率

女性研究者比率

アメリカ 32.5%
英国 26.0
日本 11.9
韓国 11.4

第2次

男女共同参画基本計画

目標：自然科学系
25%

国の政策として女性研究者の割合を増やしたい

→ どのように支援すれば、女性の研究職離れを防げるか？

参考：男女共同参画白書（H19）



文科省 科学技術振興調整費

女性研究者支援モデル育成事業

女性研究者がその能力を最大限発揮できるようにするため、

大学や公的研究機関を対象として、

研究環境の整備や意識改革など、

女性研究者が研究と出産・育児等を両立し、

その能力を十分に発揮しつつ研究活動を行える

仕組みを構築するモデルとなる優れた取組を支援する。

研究と出産・育児等を両立



科学技術振興調整費 「女性研究者支援モデル育成」採択課題

提 案 課 題 名 大学名

東京女子医科大学

熊本大学

京都大学

東京農工大学

日本女子大学

東北大学

早稲田大学

奈良女子大学

お茶の水大学

北海道大学

保育
施設

保育とワークシェアによる女性医学研究者支援 学内

地域連携によるキャリアパス環境整備 学内

女性研究者の包括的支援「京都大学モデル」 学内

理系女性のエンパワーメントプログラム 学外・

民間

女性研究者マルチキャリアパス支援モデル 学内

杜の都女性科学者ハードリング支援事業 学内

研究者養成のための男女平等プラン 学内

生涯にわたる女性研究者共助システムの構築 学内

女性研究者に適合した雇用環境モデルの構築 学内

輝け、女性研究者！活かす・育てる・支えるプラン in 北大 学内

平成18年度 採択大学全てにおいて、保育施設設置が進められている（含. 準備中）



使用制限大
× 保育関係予算

× 鍋釜類（パソコン、Office類、

施設関係）
× 男性

文科省：科学技術振興調整費

直接経費： ３千万円／年
×３年間 「研究と出産・

育児等を両立」
･･･はどこに？

誰をどう支援するか？
・・・・・



使用制限大
× 保育関係予算

× 鍋釜類（パソコン、Office類、

施設関係）
× 男性

文科省：科学技術振興調整費

直接経費： ３千万円／年×３年間

間接経費：直接経費の３０％ +
自助努力が
不可欠！



科学技術振興調整費 「女性研究者支援モデル育成」採択課題

平成１９年度

提案課題名 機関名 代表者名

東大モデル「キャリア確立の10年」プラン 東京大学 小宮山 宏

応援します！家族責任を持つ女性研究者
独立行政法人

森林総合研究所 鈴木 和夫

女性研究者グローバルエンカレッジング
独立行政法人

産業技術総合研究所 吉川 弘之

世界へ羽ばたけ！女性研究者プログラム 九州大学 梶山 千里

次世代に繋ぐ女性研究者サポート連鎖の形成 大阪大学 宮原 秀夫

隠れた人材を活用した女性研究者支援
独立行政法人

物質・材料研究機構 岸 輝雄

発展型女性研究者支援名大モデル 名古屋大学 平野 眞一

再チャレンジ！女性研究者支援神戸スタイル 神戸大学 野上 智行

支援循環型体制による女性研究者育成モデル 千葉大学 古在 豊樹

リーダーシップを育む広大型女性研究者支援 広島大学 牟田 泰三



２．森林総研・女性研究者支援事業

応援します！家族責任を持つ研究者応援します！家族責任を持つ女性研究者

（１） 現状と問題点

（２） 実施体制

（３） 実施内容

（４） 目標



森林総研

女性人/全職員人

本・支所等における女性研究職員数

森林総研における現状

農学系博士課程修了者の
業種別就職先

（平成18年度 学校基本調査より）

森林総研における
研究職員男女比

① 出張・転勤の負担が大きい

3:1 9:1



問題点
森林総研

中途退職者の退職時年代別男女別割合（1992～）
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女性研究者家族状況30代 67%
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森林総研女性研究者

出産・育児中の
研究活動の低下・断念

女性割合

学生 採用応募

5.6％

30％
20％

応募・採用
が少ない



Ｑ．仕事と家庭の両立において阻害要因となる項目は何ですか？
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森林総研・管理職の意識 (5)



Ｑ．身近の職場内で家族責任のある職員
に対して配慮されていると思いますか？

思う

34%

思わない

13%場合による
38%

分からない

15%

Ｑ．配慮されていると思うのは
次のどのような事項ですか？
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雑用が軽減される

相談しやすい環境が形成されている

出張への配慮がされている

転勤への配慮がされている

育児・介護に関する休業が取得
しやすい環境が形成されている

男女共同参画に関わる

森林総研・管理職の意識 (6)



Q. 家族責任のある職員への配慮がなされた結果、
他の職員に過重な負担がかかると思いますか？

思う

17%

思わない

17%場合による

64%

分からない 2%

男女共同参画に関わる

森林総研・管理職の意識 (7)



森林総研の全職員

子育て，介護の
責任を持つ全職員

エンカレッジプログラム
森林総研

① 出張・転勤の負担が大きい

③ 応募・採用が少ない

② 出産・育児中の研究活動の低下・断念

家庭と研究の両立困難!!



北海道

東北

育種センター

多摩
関西

四国

本所九州

（独）森林総合研究所

エンカレッジ推進本部
本部長 理事長

エンカレッジ
推進委員会 外部サポート

•育児・介護関連ＮＰＯ

•地域の保育士・介護士

外部サポート

•育児・介護関連ＮＰＯ

•地域の保育士・介護士

男女共同参画に取り組む他機関

• 関連学会（日本森林学会等）

• 海外の研究機関

男女共同参画に取り組む他機関

• 関連学会（日本森林学会等）

• 海外の研究機関
情報交換

次世代支援
委員会

子育て，介護の
責任を持つ全職員

支所推進室等

エンカレッジ推進室
①推進体制整備担当

②保育・介護サポート担当

③IT環境整備担当

④次世代研究者支援担当

総務部各課

実施体制



エンカレッジモデル実施内容

③IT環境の整備

④次世代研究者育成支援

②育児・介護のサポートシステム

①推進環境の整備



エンカレッジモデル実施内容

①推進環境の整備

・エンカレッジ推進体制の整備

・裁量労働制の導入（研究職員）

・時間短縮勤務・休暇制度等の改善検討

・子育て支援などの相談窓口設置



エンカレッジモデル実施内容

②育児・介護のサポートシステム

・育児・介護研究者に対する研究支援
（ＰＣ，研究用ソフトウエアの貸与、

研究補助者の雇用）

・所内保育所の開設
（１９年度は本所、関西支所で開設について検討）

・出張・緊急時サポート体制整備
（民間委託も含めた利用しやすい制度の検討）

・保育・介護等の情報提供

どこまで所として
補助できるか？



Q. 一時預かり保育室を運営するにあたって、
所として経費の負担をすることについてどのようにお考えですか？

所として優先的に
負担すべきである

10%

ある程度は所とし
て負担すべきである

62%

全て利用者負担に
すべきである

17%

分からない

11%

男女共同参画に関わる

森林総研・管理職の意識 (8)



エンカレッジモデル実施内容

③IT環境の整備

・テレビ会議システムの構築（本所－支所間）

・Webミーティングシステムの導入（研究所－自宅間）

・・・ 情報格差の是正
出張を減らす



エンカレッジモデル実施内容

④次世代研究者育成支援

・男女共同参画意識の啓蒙活動
（所内意識調査、研修、シンポジウムの開催）

・女性研究者応募促進のための広報活動

・採用時の家族責任履歴の配慮



目標（ミッションステートメント）

１． 出張・転勤、緊急時のサポート体制の１００％整備（本支所）

２． ＩＴ環境の１００％整備（本－支所間、研究所－自宅間）

３． 応募者・採用者の女性比率を３０％に

→ 将来的には全研究職員の女性比率を関連大学の女子学生比率と同等に

４． 家族責任が原因となる中途退職者ゼロに

自然科学系
女性研究者
採用目標25%

研究職員の女性比率の推移（予定）
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女性の採用比率

20.0%

内閣府 第二次
男女共同参画

基本計画

指導的地位
女性30% 

2020年迄



Q. 女性研究職員のキャリア育成に必要な
環境、機会はなんだと思いますか？

0 2 4 6 8 10 12 14 16

その他

メンター制度の導入

国内外の他機関への留学・派遣

周囲の理解

上司などからの指導

管理職候補者に対する研修

成果発表の機会の増加

管理的立場への積極的登用

育児・介護支援策の拡充

能力の適切な評価

男女共同参画に関わる

森林総研・管理職の意識 (9)



Q. 女性事務職員のキャリア育成に
必要な環境、機会はなんだと思いますか？

0 2 4 6 8 10 12

その他

国内外の他機関への留学・派遣

メンター制度の導入

成果発表の機会の増加

上司などからの指導

管理職候補者に対する研修

周囲の理解

管理的立場への積極的登用

育児・介護支援策の拡充

能力の適切な評価

男女共同参画に関わる

森林総研・管理職の意識 (10)



2008年１月２８日（月）
１３：３０～ 於 エポカル

基調講演 原ひろ子先生
（お茶の水大学名誉教授）

参加費無料！

シンポジウムのお知らせ



女性研究者支援を足がかりとし、最終目標は・・・

男・女、研究・一般職に関わらず働きやすい職場作り

ベースは… 男女共同参画 の意識 です。

ありがとうございました。
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